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今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

　

　次回の、令和４年第３回定例会は、9月1日から9月28日までの28日間の会期
日程で開催される予定です。

月日 曜 議 事 予 定

9.  1 木 議会運営委員会、本会議（開会、知事提出議案説明）
2 金 休会（議案調査）
3 土
4 日
5 月 休会（議案調査）
6 火 議会運営委員会、本会議（代表質問・質疑）
7 水 本会議（代表質問・質疑）
8 木 議会運営委員会、本会議（一般質問・質疑）
9 金 本会議（一般質問・質疑）

10 土
11 日
12 月 本会議（一般質問・質疑）
13 火 本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）
14 水 休会（委員会審査準備）

15 木 休会（常任委員会）

16 金 休会（常任委員会）

17 土
18 日
19 月 （敬老の日）

20 火 議会運営委員会
本会議（予算関係議案常任委員長報告、予算関係議案予算特別委員会再付託）

21 水 休会（決算特別委員会）
22 木 休会（予算特別委員会）
23 金 （秋分の日）
24 土
25 日
26 月 休会（新型コロナウイルス感染症対策調査特別委員会）
27 火 休会（議事整理）
28 水 議会運営委員会、本会議（委員長報告、採決、閉会）

県
議
会
主
催
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

流
通
経
済
大
学
と
の
相
互
連
携
・
協
力
に

関
す
る
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

○
防
災
環
境
産
業
委
員
会
か
ら
県
民
生
活
環
境
部
長
に
対
し
、

「
霞
ヶ
浦
水
質
保
全
対
策
等
の
充
実
・
強
化
」に
つ
い
て
提
言

を
行
い
ま
し
た

○
文
教
警
察
委
員
会
か
ら
教
育
長
に
対
し
、「
農
業
関
係
高
校
に

お
け
る
生
産
物
の
外
部
販
売
の
即
時
再
開
」に
つ
い
て
提
言
を

行
い
ま
し
た

決
算
特
別
委
員
会
の
組
織
や
審
査
方
法
を
見
直
し
ま
し
た

　

昨
年
度
の
県
議
会
改
革
推
進
会
議
に
お
け
る
「
予
算
へ
の
審
査
結
果
の
反
映
な
ど
、

決
算
審
査
の
成
果
の
見
え
る
化
に
向
け
た
、
組
織
や
審
査
方
法
の
見
直
し
を
検
討
す

る
こ
と
」
と
の
答
申
を
踏
ま
え
、
委
員
会
内
に
常
任
委
員
会
を
基
本
と
す
る
三
つ
の

分
科
会
を
設
置
し
、
部
門
別
審
査
を
行
う
こ
と
で
審
査
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

翌
年
度
の
予
算
編
成
を
見
据
え
た
改
善
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
翌
年
の
第
１
回
定
例

会
の
常
任
委
員
会
で
改
善
要
望
へ
の
対
応
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
審
査
成
果
の
見
え

る
化
を
図
り
ま
す
。

　

選
任
し
た
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

議
員
提
出

◆
意
見
書

○
緊
急
事
態
条
項
を
含
む
憲
法
改
正
に

取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

 

知
事
提
出

◆
令
和
４
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
議
会
議
員
及
び
茨
城
県
知
事

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費

負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
茨
城
県
県
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例 

ほ
か
６
件

◆
そ
の
他

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て

（
宮
の
郷
工
業
団
地
事
業
用
地)

 

ほ
か
５
件

◆
人
事

○
副
知
事
の
選
任
に
つ
い
て

 

ほ
か
２
件

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
に
つ

い
て

※
意
見
書
の
全
文
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

https://www.pref.ibaraki.jp/gikai/tayori/tayori202207_pdf/ikensyo.htm#1

https://www.pref.ibaraki.jp/gikai/iinkai/teigen/220614bousai.pdf

https://www.pref.ibaraki.jp/gikai/iinkai/teigen/220615bunkyo.pdf

　

６
月
21
日
、
県
議
会
主
催
の
講
演
会
を
県
議
会
議
事
堂
大
会
議
室
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授
の
金
井
利
之

氏
を
お
招
き
し
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
経
験
を
踏
ま
え
た
自
治
体
議
会
改

革
」
と
の
テ
ー
マ
で
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

金
井
氏
か
ら
は
、
中
央
集
権
、
地
方
分
権
と
い
っ
た
行
政
学
的
視
点
か

ら
、
県
議
会
の
立
ち
位
置
が
、
国
と
市
町
村
、
国
家
の
視
点
と
地
域
社
会

の
視
点
、
統
治
側
と
県
民
側
、
そ
れ
ぞ

れ
の
中
間
に
あ
り
、
こ
れ
ら
を
調
和
さ

せ
る
立
場
に
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
加
速
す
る
中
、
政
策
の
立

案
や
変
更
な
ど
に
際
し
、
法
令
以
上
に
、

シ
ス
テ
ム
の
仕
様
や
そ
の
改
修
コ
ス
ト

な
ど
が
強
い
制
約
と
な
る
懸
念
な
ど
、

今
後
の
議
会
改
革
を
考
え
る
上
で
、
大

変
有
意
義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

茨
城
県
議
会
と
流
通
経
済
大
学
は
、
６
月
16
日
、
相
互

連
携
・
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

流
通
経
済
大
学
は
、
建
学
の
理
念
に
流
通
経
済
一
般
に

関
す
る
研
究
と
教
育
の
振
興
を
掲
げ
、
交
通
・
流
通
や
ス

ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
分
野
な
ど
の
多
様
な
人
材
を
育
成
し

て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
企
業

立
地
の
促
進
、
ま
た
、
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
で
県
民
の

命
や
健
康
を
守
り
、
疲
弊
し
た
経
済
の
立
て
直
し
に
も
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
分
野

で
専
門
的
な
知
見
を
有
す
る
同
大
学
と
の
協
定
締
結
は
大

変
有
意
義
な
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
連
携
事
業
を
通
じ
て
、
議
会
の
「
政
策
立
案

機
能
」
を
磨
き
上
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
将
来
の
茨
城
を

担
う
「
人
材
の
育
成
」
な
ど
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
環
境
産
業
委
員
会
で
は
、
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
や
自
然
環
境
の

保
全
・
創
出
お
よ
び
環
境
教
育
の
推
進
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
生
活
排
水
対
策
の
充
実
・
強
化
、
湖
上
体
験
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
体

験
型
環
境
学
習
お
よ
び
自
然
環
境
科
学
に
関
す
る
学
習
の
充
実
な
ど
に

つ
い
て
、
県
民
生
活
環
境
部
長
に
対
し
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

文
教
警
察
委
員
会
で
は
、
県
の
農
業
関
係
高
校
に
お
け
る
生
産
物
の

外
部
販
売
停
止
の
方
針
に
対
し
、
生
徒
が
生
産
意
欲
、
夢
や
希
望
を

も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
外
部
販
売
の
即
時
再
開
、
販

売
停
止
の
原
因
と
な
っ
た
事
故
の
再
発
防
止
策
の
早
急
な
策
定
お
よ
び

農
業
関
係
高
校
な
ど
に
お
け
る
魅
力
あ
る
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
に
つ

い
て
、
教
育
長
に
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
長　

半
村　
　
　

登

副
委
員
長　

山
岡　
　

恒
夫

委　
　

員　

海
野　
　
　

透

　

  

〃　
　

  

西
條　
　

昌
良

　

  

〃　
　

  

白
田　
　

信
夫

　

  

〃　
　

  

小
川　
　

一
成

　

  

〃　
　

  

森
田　
　

悦
男

　

  

〃　
　

  

戸
井
田　

和
之

　

  

〃　
　

  

石
井　
　

邦
一

　

  

〃　
　

  

川
口　
　

政
弥

委　
　

員　

下
路　

健
次
郎

　

  
〃　
　

  

星
田　
　

弘
司

　

  
〃　
　

  

飯
田　
　

智
男

　

  

〃　
　

  
中
村　
　
　

修

　

  

〃　
　

  
岡
田　
　

拓
也

　

  

〃　
　

  

長
谷
川　

重
幸

　

  

〃　
　

  

金
子　
　

晃
久

　

  

〃　
　

  

塚
本　
　

一
也

　

  

〃　
　

  

豊
田　
　
　

茂

　

  

〃　
　

  

坂
本　
　

隆
司

委　
　

員　

沼
田　
　

和
利

　

  

〃　
　

  

村
田　
　

康
成

　

  

〃　
　

  

大
瀧　

愛
一
郎

　

  

〃　
　

  

鈴
木　
　

義
浩

　

  

〃　
　

  

齋
藤　
　

英
彰

　

  

〃　
　

  

二
川　
　

英
俊

　

  

〃　
　

  

田
村　

け
い
子

　
  

〃　
　

  

八
島　
　

功
男

　
  

〃　
　

  

山
中　

た
い
子

　

  
〃　
　

  

玉
造　
　

順
一

金井利之先生による講演の様子


